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＜連絡事項＞
・急変対応時、救急当番病院をWIZで確認し、病棟日誌のファイルに入っている救急当番病院の電話番号を参照し連絡をするようにしていください。今後、急変時の連絡の仕方についてはマニュアル化していく予定です。

＜入室状況＞
【入院】
・針田　秀明様～東病棟Bユニット3号室へ医療保護入院
・種市　久雄様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院

【転入】
・佐々木　廣様～南病棟Dユニット209号室→東病棟Cユニット7号室

【ユニット移動】
・佐々木　せい子様～東病棟Cユニット6号室→東病棟合併症室

＜患者様連絡事項＞
・庭野　良広様～定期処方のデエビゴは中止中。
・田村　洋子様～眼科受診より帰院。次回は12/27 8:30～入院証明書依頼済み。

・尾形　アイカ様～姉様、父様来院。主治医面談実施となる。西舘PSW、菊地同席。①今後のアイカ様の親権について、父、母の共同親権の提案②入院後の本人様の状態③退院後の初外来について説明している。
親権については病棟にて村上Drから本人様にも同様の説明を行い、姉様、父様、本人様から今後、共同親権の手続きをしていくことに同意得ている。初外来は1/15　10:30～予約となる。退院処方も処方あり。本人様へお伝えしている。

・若菜　登様～市民病院から持参している血糖測定器の針が残なし。宇津木澤PSWから市民病院へ問い合わせしている。市民病院の物は退院後に使用するよう指示あり。入院中は当院のものを使用していくこととする。

・三浦　華菜様～PSWより情報提供有り。麻美レディースクリニック受診時は当院からも診療情報提供書が必要との事で主治医へ電カルで報告している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放時他室侵入や私物弄り頻回で早めに開放終了する。自室内危険行動や不穏興奮なく経過。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情冴えないが妄想言動や易怒性なし。自室内危険行動や不穏興奮なく臥床し経過する。10:00本人希望にて継続指示ロキソプロフェン（60）1Tレボトミン錠5mg　6T ＋ トリヘキシフェニジル2㎎ 1T内服。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。本日より午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放時適度に他患交流され、危険行動や衝動行為なく経過。自室内不穏さなく臥床し経過する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・福村　秀吉様～終日隔離中。対面時気分高揚さや口調の荒さ、拒薬なし。自室内危険行動や奇異行動なく臥床し過ごされている。不穏興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜村上Dr診察＞
・岩舘　俊治様～次、前妻から本人が院内の様子や他者の動画をSNSにアップしていると情報があった際は本人へ事実確認をするように指示あり。病棟管理者から兄へ医師の指示を伝えるように話がある。

・尾形　アイカ様～嘔気止めを服用しているがあまり、効果が感じられないと。退院は12/24　8時で可。不眠時の漢方薬2回分処方となっている。

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和7年12月22日　10：15
　氏　　名：針田　秀明（はりた　ひであき）様
　生年月日：昭和36年12月17日(63)
　病　　名：アルコール依存症
　合 併 症：糖尿病、肝機能障害
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　初飲は20歳頃で機会飲酒だったが、飲酒すると酔うまで飲むなど
　飲酒量は多かった。35歳頃より習慣飲酒となり、40歳過ぎ頃から飲
　酒量が増加。40歳頃で職場の健康診断で肝機能の値が悪いことを指
　摘され、月1回三沢市立病院へ通院。その際にアルコールの問題を指
　摘され、妻がアルコール依存症の治療ができる当院を知り、専門治
　療希望されR7.7.28当院初診。初診にて断酒治療同意しレグテクト処
　方となるが、断酒の継続には至らず、飲酒時に倒れたり、めまいや
　冷や汗などの身体不調もみられている。本人は入院に拒否的だが、
　隠れ飲酒や妻に対する粗暴的態度など問題は多く、妻から入院環境
　での治療希望あり。R7.12.22　10:15医療保護入院予定となる。

＜入院患者情報②＞
日　　時：令和7年12月22日　14:55
　氏　　名：種市　久雄（たねいち　ひさお）様
　生年月日：昭和32年9月21日(68)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　合 併 症：糖尿病
　性　　別：男性
　主 治 医：村上Dr.（サポート医：小栁Dr.)
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　施設入所前は階上町にて独居生活。婚姻歴無く他家族もいない方で
　あった。生活保護費が入金されるとアルコールに費やす、知人にお金
　無心をする、役場職員との約束を反故にするといった様子あり。詳細
　は不明であるが次第に物忘れ症状も出現し独居生活困難となり、R5年
　12月21日に湊病院へ入院。アルツハイマー型認知症との診断をうけ治
　療していた。R6年2月26日にGHかっこうの森はしかみへ退院。Ｒ7年11
　月26日よりおひさま在宅クリニックの訪問診療に切り替わっている。
　同日に実施した採血がHbA1cが9.4%だったこともあり、12月3日にクエ
　チアピンを中止。以後易怒性強い為ペロスピロンやリスパダールで対
　応したが、他者への粗暴行為が増強された為中止、以後はアリピプラ
　ゾール増量し対応していたものの、不穏状態は持続し易怒性も増強。
　施設でも対応が困難となっている。以前通院していた湊病院に入院相
　談した所「予約が埋まっており難しい」とお断りされたとのこと。
[bookmark: _GoBack]　R7年12月22日当院受診し東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
